
コ
モ
班
会
も
会
場
を
移
し

て
、
こ
こ
で
始
め
ま
し
た
。

桐生・みどり市地域は今（2019年１月末）◇組合員：2,988人

２
０
０
２
年
の

日
韓
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
や
韓
流

ブ
ー
ム
な
ど
を

き
っ
か
け
に
、

こ
こ
20
年
で
韓

国
と
日
本
の
関

係
は
グ
ッ
と
近

づ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
元
徴
用
工
へ
の
損

害
賠
償
訴
訟
や
レ
ー
ダ
ー
照

射
問
題
を
き
っ
か
け
に
、
再

び
不
穏
な
空
気
が
流
れ
て
い

ま
す
。
◆
私
が
初
め
て
韓
国

に
行
っ
た
の
は
一
九
九
六
年

頃
で
、
当
時
小
学
六
年
生
で

し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

お
じ
い
さ
ん
は
日
本
語
を
話

せ
る
方
で
し
た
。
た
ぶ
ん
戦

争
の
名
残
な
の
だ
と
思
い
ま

す
が
、
日
本
人
で
あ
る
私
を

快
く
受
け
入
れ
、
初
の
海
外

旅
行
で
不
安
だ
ら
け
の
私
に

最
大
限
の
お
も
て
な
し
を
し

て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
お
か

げ
で
と
て
も
心
に
残
る
旅
に

な
り
ま
し
た
。
◆
日
本
と
朝

鮮
半
島
の
間
に
は
戦
争
の
歴

史
が
あ
り
、
そ
の
認
識
を
め

ぐ
り
し
ば
し
ば
論
争
が
起
き

ま
す
。
そ
れ
で
も
相
互
に
尊

重
し
あ
い
、
認
め
あ
う
こ
と

で
人
と
人
の
心
は
通
じ
合
え

ま
す
。
歴
史
問
題
も
棚
上
げ

に
す
る
こ
と
な
く
、
学
び
あ

う
こ
と
で
関
係
性
を
築
け
て

い
る
例
も
あ
り
ま
す
。
様
々

な
交
流
が
そ
れ
を
証
明
し
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
国
の
い

ざ
こ
ざ
で
民
間
の
交
流
が
は

ば
か
ら
れ
る
の
は
悲
し
い
こ

と
で
す
。
朝
鮮
半
島
の
融
和

が
進
む
今
、
改
め
て
、
話
し

合
い
で
お
互
い
の
理
解
を
深

め
合
い
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

未
来
を
築
い
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。	

（
前
田
）

誰もが集える地域の居場所に誰もが集える地域の居場所に
あずま支部　「お茶のみ保健室あずま」

前
橋
市
内
で
支
部
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
初
め
て
の
た
ま
り
場
が
２
０
１
８
年
12
月
に
開
所

し
ま
し
た
。
あ
ず
ま
支
部
の
「
お
茶
の
み
保
健
室
あ
ず
ま
」
で
す
。
地
域
の
誰
も
が
利
用
で
き
る

居
心
地
の
い
い
場
所
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
支
部
運
営
委
員
を
中
心
に
模
索
中
で
す
。
そ
の

取
り
組
み
の
様
子
と
地
域
か
ら
の
期
待
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　

前
橋
地
区
の
西
部
ブ
ロ

ッ
ク
（
あ
ず
ま
・
あ
ず
ま
滝

川
支
部
）
で
は
数
年
前
か

ら
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
た

ま
り
場
を
作
り
た
い
と
い

う
思
い
の
も
と
、
職
員
と
協

同
で
の
組
合
員
訪
問
や
空

き
家
探
し
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
中
の
２
０
１
８

年
夏
、
地
元
の
建
築
業
者
の

方
か
ら
情
報
を
い
た
だ
き
、

下
新
田
町
で
接
骨
院
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
建
物

を
借
り
て
、
あ
ず
ま
支
部
が

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

開
所
に
向
け
て
支
部
運

営
委
員
が
室
内
の
掃
除
や

飾
り
つ
け
を
行
い
、
毎
週
月

曜
日
の
午
前
中
に
、
地
域
に

開
か
れ
た
「
お
茶
の
み
保
健

室
」
と
し
て
開
所
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

組
合
員
の
長
年
の
思
い

地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待

　

ス
タ
ー
ト
し
た
12
月
に

は
人
形
劇
、
１
月
に
は
前
橋

協
立
病
院
の
看

護
師
に
よ
る「
冬

場
の
健
康
管
理
」

に
つ
い
て
の
学

習
会
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。並
行

し
て
こ
れ
ま
で

朝
日
が
丘
公
民

館
を
借
り
て
行

っ
て
き
た
毎
月

第
二
火
曜
日
の

体
操
を
行
う
ロ

　

開
所
式
に
も
来
て
い
た
だ

い
た
下
新
田
町
の
自
治
会

長
、
牛
込
義
弘
さ
ん
は
、「
地

域
で
も
、
誰
か
と
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大

切
。
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
き

っ
か
け
で
他
に
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
い
で
す

ね
。」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　

前
橋
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
東
の
管
理
者
、
小
菅

宏
美
さ
ん
か
ら
は
、「
今
で

は
、
こ
れ
ま
で
地
域
に
あ
っ

た
ご
近
所
同
士
の
お
付
き
合

い
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
自
治
会
の
サ
ロ
ン
な

ど
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
だ

っ
た
ら
安
心
し
て
行
け
る
、

と
い
う
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
選
ん
で
も
ら
え
る
と
い
い

で
す
ね
。
お
客
さ
ん
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
お
手
伝
い
し

て
く
れ
る
人
に
と
っ
て
も
そ

の
役
割
を
発
揮
で
き
る
場
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。」と
の
期
待
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
橋
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
一
栁
大
輔
さ
ん

も
、「
社
協
は
民
間
と
一
緒
に

や
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
は
そ
の
先

駆
的
な
場
所
。
医
療
生
協
に

は
一
つ
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。」と
話
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

「
お
茶
の
み
保
健
室
あ
ず

ま
」。支
部
で
は
医
療
生
協
の

目
指
し
て
い
る
「
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」
た

め
の
居
場
所
と
し
て
活
用
し

て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
毎

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

野
菜
販
売
や
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
歌
を
歌
っ
た
り
音
楽
を

楽
し
む
会
な
ど
を
計
画
。
こ

れ
か
ら
の
活
動
か
ら
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。

前橋協立病院の越替由起副総看護師長によるミニ学習会

気ままにおしゃべりがはずみます

班会での体操、誰でも参加できます

牛込さん

小菅さん

一栁さん

⑴ 　　　  （毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2019.3.1 第635号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）
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“今困っている”から未来の展望を
「10年構想交流集会」各地区で開催

　群馬中央医療生協「10年構想」・「第６次五カ年計画」の策定に向けた交流集会が２月14日（木）に中毛地区、２月15日
（金）に桐生地区、２月20日（水）に太田地区で開催され、総代・支部運営委員・班長及び理事・職員等、総勢136名（組合
員90名、理事18名、職員28名）が参加しました。前半は岡田専務理事から昨年の通常総代会以降の支部や班等での討議の状
況を、長谷川常務理事からはこの１年の特徴的な組織活動の実践について（太田地区は金子事務長が地域の状況について）報
告を行いました。後半はグループに分かれてのワークショップとしました。地域組合員と職員組合員が同じテーブルで10年構
想に対する意見・要望等を出し合い交流、全ての参加者からの発言で議案を豊かに深めることができました。理事会として出
された意見や要望をもとに６月に開催されます通常総代会議案の作成をすすめます。

訃
　
報
　
中
村
修
一
監
事
　
69
歳

１
月
30
日
に
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
か
ら
群
馬
中
央
医
療
生
協
の
監
事
を
務
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　12グループに分かれて
の討議。「多世代が近居す
る住まいづくり」「気軽に
行けて楽しく過ごせる病
院づくり」など構想や夢が
広がりました。

　「人生経験豊かな組
合員さんと一緒の班が
あると嬉しい」「子育
て・人生の先輩として
若い世代と交流した
い」など多世代とつな
がりたいという声も出
されました。

　３グループで討論。「空
き家が増えて不安」「高齢
化で婦人会や老人会が無
くなっている地域もある」
「助け合いの会とか充実さ
せたい」等、活発に意見や
要望が出されました。

　５グループで討議。「空
いている病棟をカフェやサ
ロンとして利用したいね」
「男性ボランティアを増や
したい」「子育て世代との
交流が必要」など様々な意
見や要望が出されました。

中毛地区 桐生地区

太田地区

太田・館林地域は今（2019年１月末）◇組合員：6,189人

組合員各位
2019年度総代選挙のお知らせ

　定款45条、46条及び総代選挙規約に基づき総代選挙を行います。総代定数、受付等は下記の通りとします。（丁目は省略）
記

１、定数

１区

南町、六供町、文京町、天川町、天川原町、朝倉町、後閑町、上佐鳥町、下佐鳥町、中内町、西善町、橳島町、東善町、宮地町、山王町、�
公田町、亀里町、下阿内町、下川町、徳丸町、鶴光路町、新堀町、房丸町、横手町、力丸町、広瀬町、女屋町、天川大島町、上大島町、�
下大島町、上長磯町、下長磯町、野中町、東上野町、笂井町、小島田町、駒形町、上増田町、下増田町、小屋原町、　飯土井町、泉沢町、今井町、
新井町、荒子町、荒口町、下大屋町、富田町、鶴が谷町、西大室町、二之宮町、東大室町

79人

２区

大手町、朝日町、表町、紅雲町、千代田町、本町、三河町、城東町、日吉町、幸塚町、上沖町、下沖町、西片貝町、東片貝町、三俣町、�
江木町、荻窪町、石関町、上泉町、亀泉町、堤町、堀之下町、若宮町、岩神町、国領町、敷島町、住吉町、昭和町、平和町、緑が丘町、�
川原町、小神明町、小坂子町、五代町、勝沢町、金丸町、高花台、鳥取町、端気町、嶺町、青柳町、荒牧町、川端町、北代田町、上小出町、
下小出町、上細井町、下細井町、関根町、田口町、南橘町、日輪寺町、龍蔵寺町、富士見町、大胡町、茂木町、堀越町、横沢町、滝窪町、�
東金丸町、河原浜町、樋越町、上大屋町、鼻毛石町、柏倉町、市之関町、三夜沢町、苗ヶ島町、馬場町、大前田町、粕川町、池端町、�
上青梨子町、清野町、総社町、高井町、大渡町、石倉町、下石倉町、問屋町、鳥羽町、元総社町、青梨子町、大友町、大利根町、青葉町、�
朝日が丘町、江田町、川曲町、小相木町、後家町、上新田町、下新田町、新前橋町、稲荷新田町、箱田町、古市町、前箱田町、光が丘町　

60人

３区 伊勢崎市、玉村町並びに1区、2区、4区、5区を除く群馬県内の地域 12人

４区 太田市、館林市、大泉町、邑楽町、千代田町、明和町、板倉町 40人

５区 桐生市、みどり市 19人

６区 職域 ５人

� 合計 215人
２�、群馬中央医療生協組合員で立候補される方または本人の承諾を得て立候補者を推薦する方は、所定の様式に必要事項を
記載して総代選挙管理委員長まで届け出て下さい。
３、届出の期間は、2019年３月１日（金）～３月15日（金）までとします。
　問い合わせ先　群馬中央医療生協 生協事務局　前橋市朝倉町830-1　☎027-265-3531
　2019年２月13日� 群馬中央医療生活協同組合　　　
� 総代選挙管理委員長　岸　英夫

⑵く　ら　し　と　健　康2019.3.1 第635号 　く　ら　し　と　健　康



前に我が群馬の南牧村は「将来消滅の
恐れのある自治体」のトップに数えられ
ましたが、その根拠は「子育て世代の
減少」でした。原発避難地域のいくつ
かは20〜30年以内の消滅の可能性は非
常に高いと言わざるを得ません。わず
かに戻った高齢者がいなくなればゴーストタウンになります。故郷の我
が家はゲートで閉ざされ、許可なく庭にも入れないのが現状です。

惨状を知ってほしい、現地を見てほしい

　豊かな自然の中で祖先から営々と生業を営んできた広大な地域がイ
ノシシなど野生動物の闊歩する地となり、田畑は伸び放題の樹木や汚染
土を入れたフレコンバックの山で覆いつくされています。この原発周辺
の市町村の現在の惨状や、故郷を追われて帰れない人々の事を１人でも
多くの人に知ってもらい是非とも現地も見てほしいと思います。そして
今私たちに出来る事、やらねばならない事は原発からの再生エネルギー
への転換を図り、子や孫に不安のない未来を残す事です。それこそ今を
生きる私たちの大きな義務であると強く思います。
　世界最大規模の柏崎刈羽原発から150km圏内の群馬も、福島級の事故
が発生し冬の季節風で放射能が降り注げば「もはや住み続けることは出
来ない」と警告されていることも決して忘れてはならないと思います。

理事　　新井　隆夫

医療生協主体のボランティア組織
「ほなみの会」発足
　昨年８月にオープンした特別養護
老人ホームほなみも、開所してから半
年を迎えました。これまで入居者様の
思いを実現するために、レクリエーシ
ョンや形に残る様々な取り組みを進

めてきましたが、それらを継続して実践するための環境整備がまだま
だ不十分でした。そこで、群馬中央医療生協を主体としたボランティ
ア組織「ほなみの会」を発足することになりました。
　非常勤理事である塚本さん・新井さんにご尽力いただき、２月６日

（水）に「ほなみの会」の顔合わせとなる集まりが行われました。事前
に組合員さんへのボランティア募集で申し込んでいただいた方やすで
に地域でボランティアをしていただいている方など20名が参加し、会
の目的・体制の確認と自己紹介で交流、「〇〇だったらできます！」「○
○をやっているのでほなみで活かしたい！」「まずは入所者さんに顔を
覚えてもらいたい」などそれぞれの思いを出し合いました。
　昨年12月から地域交流スペースで始まった「喫茶ほなみ」（毎週水曜
日13時開店）は入居者様とボランティアさんとの交流の機会としても
大変ご好評を頂いております。今後も入居者様の思いに寄り添い、や
りたいことや叶えたいことを実現できるよう、また、社会参加できる
よう、ボランティアさんと協力しながら地域に根ざした取り組みや支
援を強めていきたいと思います

特別養護老人ホームほなみ　事務　原嶋　桂蔵

３・11ふくしまを忘れない

私たちにできること・やらねばならないことは
東日本大震災被災地に通い続けて

地震で助かった命がなぜ津波で奪われたのか

　2011.03.11は決して忘れることのできない日となりました。震災発生以
来、私は建築とまちづくりを手掛けている仲間と被災地に入り微力ながら
も調査や、支援にかかわってきました。各地に建てられた慰霊碑には同姓
の名や年齢を記したものもあり、それらの方々の未来を奪われた無念さは
いかばかりかと思われてなりません。通信手段の発達した時代なのに地震
で助かった命がなぜ津波で奪われたのかと思うと残念でなりません。

避難者には未来図描けない苦悩が

　そして大震災のもたらした最大の問題は未曽有の原発事故です。「原
子力は絶対に飼い慣らすことのできない猛獣」と福島第１原発で働いて
いた東電のエンジニアの方が言っていました。
　原発事故は地震や津波などの自然災害と決定的に違います。放射能
汚染で避難した方々には未来図が描けない苦悩があります。そしてさら
に苦悩に拍車をかけている「東電、国の責任逃れ」もあります。地震津

波などの自然災害なら元の町で再建は
出来ます。
　帰還困難区域は廃墟の街となり避難
解除の町でさえ小中学生は震災前の１
割も戻らず（2018.04集計平均値）働き
盛りの世代もほとんどいません。数年

沖縄の民意は辺野古基地建設NO！
県民投票支援行動に職員が参加

　「辺野古米軍基地建設のための埋立
ての賛否を問う県民投票」に向け２月
15日（金）～ 17日（日）の３日間、
辺野古への新基地建設を許さないとい
う立場で県民投票を呼びかける支援行
動に前橋協立病院から３名で参加して
きました。
　昨年の県知事選挙で、玉城知事は辺野古新基地建設反対と公約し
て当選しており、沖縄県民の民意は明確に示されました。しかし、
政府は、県知事選挙の争点は基地問題だけではないとし、辺野古沖
への土砂投入を強行しています。今回の県民投票は、改めて埋立て
による基地建設の賛否を問うものであり、ここで大差をつけて基地
建設ＮＯの民意を示すことができるならば、沖縄のみならず日本全
体の平和を守り発展させていく運動に大きな影響をもたらすこと
ができると考えます。
　現地では私たち医療生協の仲間でもある沖縄医療生協も参加す
る６者共闘の事務所に、全国の医療生協や民医連の職員が支援にか
けつけていました。４人１組でハンドマイク、のぼり旗、プラスタ
ーパネルを持って、新基地建設ＮＯという沖縄県民の民意を示そう
と訴えました。わざわざ家から出てきて話を聞いてくれる人や、車
の中から声援をしてくれる人がとても多く、沖縄県民の多くは、米
軍基地はＮＯという思いが強いことを実感しました。
　支援行動の前日、移動時間の合間を使って辺野古を見に行きまし
た。自然豊かできれいな海で、ここを埋め立てて新基地なんて造ら
せてはいけないという思いを新たにしました。
　県民投票の結果が「沖縄の民意は辺野古に基地はいらない」と出
ていることを期待するとともに、沖縄のことをもっと多くの人に知
らせ、平和・民主主義を守る運動を広く展開しなければという思い
で群馬に帰ってきました。　　　前橋協立病院事務次長：吉田一夫

一人ひとりの思いや願い実現できる施設へ

社会福祉法人協同福祉会
特別養護老人ホームほなみ

ほなみだより

前橋・伊勢崎地域は今（2019年１月末）◇組合員：27,483人
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次
号
に
続
く

萩原　秀長（はぎわらひでたけ）社会保険労務士のプロフィール

　反貧困ネットワークぐんま事務局所属。適格消費者団体 消費者支援 群馬ひまわり
の会理事。立教大学を卒業後、広告代理店勤務を経て、社会保険労務士資格を取得。
自身の身近な人が精神疾患に罹患したことがきっかけとなり、障害年金による支援が
できる社会保険労務士を目指すことになった。平成27年８月に群馬県高崎市に萩原秀
長社会保険労務士事務所を開業。障害年金専門の社会保険労務士として、相談・請求
手続きを行いながら、制度周知のための講演活動などにも力を注いでいる。著書に『就
労にまつわる障害年金 請求・相談のポイント』（共著、日本法令）がある。

消費者支援「群馬ひまわりの会」とは・・・

　消費者被害の拡大防止のために活動を行っている団体
※正式名称は「内閣総理大臣認定：適格消費者団体、非営
利活動法人・消費者支援群馬ひまわりの会」
〒376-0011 群馬県桐生市相生町３丁目120番地6
TEL 0277-55-1400
FAX 0277-55-1429
※障害年金に関する相談も受けています。
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に
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！
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自分の最期を考える
「私の人生ノート」学習会

　理事になって４年目を迎え
た今年、組合員14名、職員３
名の出席で支部新年会が出来
たことをとても嬉しく思って
います。前半は手作りけんち
ん汁、紅白大根浅漬け、香ば
しいごぼう茶をいただきなが
ら楽しく交流。後半は組合員多数からの要望で、前橋市地域包括
支援センター南部管理者の高橋ケアマネジャーを講師に「私の人

生ノート」の学習会を行いました。“いざ”という時、どんな治療を受
けたいか、どこで最期を迎えたいか
など、自分の希望を考えて書き留め
ておくことが必要だと参加されたほ
とんどの方が感じたようです。「帰っ
たら書いてみよう」という方もいま
した。とても有意義な学習会となり
ました。

（理事　青木 典子）

「すこしお生活
　　　　始めませんか」

消費者まつり

２
17

２
７

　２月17日（日）、
消費者まつり（主
催：群馬県生活協
同組合連合会・群
馬県くらしの会
連絡協議会）が県
庁「県民ホール」
で開催されまし
た。群馬中央医療
生協からスタッ
フ（理事・職員）
９名が参加。前橋協立病院栄養室の管理栄養士が当日朝に調理・持参し
たみそ汁（塩分濃度0.8％）を試飲してもらい、「すこしお生活 始めませ
んか？」と呼びかけました。塩分摂取の「自己チェック表」「心がけ」な
どの印刷物を渡して説明。来場者は熱心に聞き入ってくれ、中には「私

も減塩の調理を心がけています」「減塩
調理しても麺類の汁は全部飲んでしま
わないようにしています」などと食生
活に注意をはらっている方もいまし
た。

　（消費者まつり実行委員　　
理事　岸 英夫）

中毛地区　桂萱西支部

新たにつながる喜び
新配布者歓迎会

１
23

　前橋協立診療所隣の「いこいの家」で、支
部主催の『新配布者歓迎会』を初めて開きま
した。支部目標で配布者を増やそうと決めて
行動した結果、新配布者が６名誕生しまし
た。
　当日は３名の新配布者と支部役員、担当理
事、前橋協立診療所と城東ケアの職員計10名で、手作りのちらし寿司
やけんちん汁を食べながら歓談。89歳の運営委員さんが「機関紙を
65部配っている」と話すと、新配布者で88歳・94歳の方が

「負けていられないな。手伝える事があればやりますよ」「班会
にも興味があるので見学したい」と嬉しい言葉を返してくれま
した。
　歓談後は、脳トレ体操で大笑い、オカリナ演奏で合唱と楽し
い時間を共有、素晴らしい方々とつながることができたことを
とても嬉しく思いました。
　みなさんの自分史や健康維持のために努力している話を聞い
て元気をもらいました。今後の支部活動を頑張ろうと思います。

（支部運営委員　奥木 由美子）

地
域
活
動
ア
ラ
カ
ル
ト

　前橋北支部に待望の新班が誕生しました。詩吟をする会です。20
年以上詩吟をしている宮路さんが他の班会で披露したところ、「ぜひ教
えて！教えて！」との声が上がり班としてスタート。詩吟は、発声の
際に腹筋や背筋、横隔
膜から腹・腰に至るま
でほぼ全身の筋肉を使
うので筋トレにもなる
ことから、班のみなさ
んは「詩吟を運動とし
て続けていこう」とは
りきっています。

吟詠で健康づくり!! 前橋北支部　吟詠会

班 紹 介会

今年も行ってきました！
石打「こぶ観音」ウォーク

１
17

　雲一つない快

晴に恵まれ、休泊

支部主催でこぶ

観音へ行ってき

ました。今年の参

加者は、例年より

多 く31名 で し

た。風は

少し冷た

かったけ

れど遠く

の山々を見ながらのウォーキングは最高でした。最初に谷中観音

へ行き集合写真を撮りそこからこぶ観音へと向かいました。人出

が多く参道は長蛇の列でした。いろいろな店が出ており買い物な

どをして楽しく過ごしました。　　　　　　  (支部長　森田 功)

太田地区　休泊支部

中毛地区　城東支部

「ごぼう茶」でカンパーイ!!

今年も良い年になりますように。みんなで「はいチーズ！」

真剣に聞き入る参加者

和やかな雰囲気で行われた歓迎会

来場者の相談に対応する
永来管理栄養士

「お味はどうですか?」
試飲をすすめる北原管理栄養士と塚本理事

20年以上詩吟を続けている宮地さん（右から3番目）
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前
橋
協
立
診
療
所
２
階
に
あ
る
通
所
介
護
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
城
東
で
節
分
前
日
の
２
月
２
日
、

豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。
普
段
の
恨
み
を
こ
め
て

（
？
）「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
鬼
め
が
け
て
元

気
よ
く
豆
（
お
手
玉
）
を
投
げ
ま
し
た
。
利
用

者
の
み
な
さ
ん
は
、
最
初
は
少
し
遠
慮
も
あ
り

ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
力
強
く
投

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
み
ん
な
の
い
い
笑
顔

で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

（
前
橋
協
立
診
療
所
事
務
長　

前
田
和
也
）

お
手
玉
で
豆
ま
き

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
城
東

　 運転手募集!!
勤 務 先：通所介護デイサービス城東

　　　　　�（前橋協立診療所２階：前橋市城東町3-15-28）

勤務時間：�８：30～ 10：00、15：30～ 17：00の１日２回

勤 務 日：週２～６日、相談に応じます

時　　給：905円

連 絡 先：027-231-6060（前橋協立診療所、担当：前田）

▲豆まき後に鬼となかよく記念撮影

▲�豆（お手玉）を投げて鬼退治
する利用者さん

受講期間　　2019年５月８日（水）～2019年８月５日（月）
　　　　　　☆講義・演習は上記期間中24日間（月・水）
受講時間　　午前9：00～午後5：00
場　　所　　群馬中央医療生活協同組合
　　　　　　生協会館２Ｆホール（前橋市朝倉町830-1）
　　　　　　☆実習は指定する施設で行います

受講条件　　以下の全事項に該当する方とします
　　　　　　①全部の講座、演習、実習に参加できる方
　　　　　　②�短時間でも介護職員として働く意志のある方、または将来そ

の希望をもつ方
受 講 料　　６０，０００円
　　　　　　（医療生協で返済免除規程のある奨学金制度があります）
　　　　　　☆テキスト代金を含みますが、健診費用は実費となります
募集人数　　３０名　　☆�定員をこえる申し込みの場合、当方にて選考させ

ていただきます
募集期間　　2019年３月11日（月）～2019年４月12日（金）
申 込 書　　�群馬中央医療生活協同組合のホームページに掲載されています

ので、そちらを印刷してご利用いただくか、下記にお電話いた
だければ郵送致します。あるいは、以下の事業所にも置いてあ
りますので、お持ち帰りください。

【事業所】――――――――――――――――――――――――――――――
前橋協立病院・前橋協立診療所・協立歯科クリニック・前橋市地域包括支援
センター南部・在宅介護支援センター朝倉・ふれあいの家六供・城東ケアセ
ンター・桐生協立診療所・太田協立診療所
協同福祉会特別養護老人ホームほなみ

　当講座は厚生労働大臣の「一般教育訓練給付制度厚生労働大臣指定講座」であ
り、講座を修了した場合、教育訓練経費の一定割合が給付されます。なお、給付
対象者の詳細は、最寄りのハローワークにお尋ねください。（＊生協の制度を利用
する場合、こちらは受けられません）

【お申し込み・お問い合わせ先】
　〒371-0811　前橋市朝倉町830-1
　群馬中央医療生活協同組合　介護職員初任者研修　担当：萩原
　TEL（027）265-3531／ FAX（027）265-3532

介護職員初任者研修

 受講生募集のご案内
自分らしく暮らし続けるためのお手伝いをしてみませんか？

理
事
会
だ
よ
り

●
一
月
十
九
日
（
土
）
定
数
二
十
九
人
中
二
十
五
名
の
出
席
で

第
八
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

　

①　

会
務
報
告
に
関
す
る
件

　

②　

専
門
委
員
会
報
告
に
関
す
る
件

　

③　

総
代
選
挙
に
関
す
る
件

　

④�　

10
年
構
想
議
論
の
進
捗
と
２
月
拡
大
支
部
代
表
者
会

議
の
準
備
に
関
す
る
件

　

⑤　

支
部
解
消
に
関
す
る
件

　

⑥　

太
田
協
立
診
療
所
Ｃ
Ｔ
更
新
に
関
す
る
件

　

⑦　

居
宅
支
援
事
業
所
統
合
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　この講座を修了す
ると高齢者や障碍者
の身体介護の技術を
身に着けることがで
き、介護職員初任者
研修（旧ヘルパー２
級）の資格を得るこ
とができます。

組合員のみなさまへ
転居等の手続きに関するお願い

★�転居して住所が変わったときや組合員ご本人がお亡くなりに
なられた場合は必ずご連絡下さい。
★�手続きの際にはご用意いただくものがありますので、できれ
ば事前にご連絡下さい。

お問い合わせ先
群馬中央医療生協 本部 運営管理課

電話 027︲265︲3531　　

　前橋協立病院では、くらしやお金に関する無料の相談窓口（金
融コンシェルジュ）を設置しています。これは、特定非営利活動
法人日本ファイナンシャル・プランナーズ協会の協力を得て実施
するもので,協会が派遣するファイナンシャル・プランナーが中立
的な立場からご相談にお答えします。
　患者さま・ご家族の方及び組合員のみなさまからのご相談をお
受けいたします。お気軽にご相談ください。

暮らしとお金に関する無料相談のご案内

ご 相 談 日：毎月　第２火曜日・第４金曜日
ご 相 談 料：無料
ご予約時間：①10時半〜
　　　　　　②13時〜
　　　　　　③15時〜　（各90分）
お申込み先：前橋協立病院
　　　　　　TEL 027-265-3511（代表）
　　　　　　群馬中央医療生協
　　　　　　組合員活動課
　　　　　　TEL 027-265-3531（代表）

今年も元気に１年が過ごせますように !!

⑹く　ら　し　と　健　康2019.3.1 第635号 　く　ら　し　と　健　康



（
敬
称
略
）

ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　

御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　

〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　

解
答　

官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
235
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
234
回
の
答
え
》

ホ
ッ
キ
ョ
ク
セ
イ
（
北
極
星
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

経
験
を
積
ん
だ
人
の
力

２　

…
…
毛
、
…
…
字
、
…
…
船

３　

滑
り
止
め
校
を
受
験
。
…
…
を
か

け
る

４　

剣
道
や
弓
術

５　

縄
文
と
か
弥
生
と
か

６　

小
麦
粉

８　

柘
榴
っ
て
読
め
ま
す
か
？

12　

接
触
す
る
こ
と
。
…
…
を
取
る

13　

目
や
鼻
が
つ
ら
い
…
…
症

15　

京
都
・
祇
園
の
…
…
さ
ん

16　

よ
り
青
く
見
え
る
の
は
…
…
の
芝

生
で
す

17　

必
要
は
発
明
の
…
…

18　

映
画
・
テ
レ
ビ
の
格
闘
演
技

19　

漫
画
「
巨
人
の
星
」
で
主
人
公
星

飛
馬
の
親
友
。
…
…
宙
太

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

身
に
つ
い
た
品
性

３　

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
一
種
。
パ
ン

や
お
菓
子
に
も
使
わ
れ
ま
す

７　

ひ
な
祭
り
で
、
右
大
臣
が
飲
み
過

ぎ
た
？

９　

ひ
ど
く
立
腹
し
ま
し
た

10　

秋
田
の
漬
物
い
ぶ
り
が
っ
こ
は

…
…
に
し
た
大
根
が
材
料

11　

夏
目
漱
石
の
代
表
作
の
一
つ

13　

昔
の
船
乗
り
の
こ
と

14　

…
…
転
、
…
…
勢
、
…
…
命

15　

ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
赤
い
…
…
は
欠

か
せ
ま
せ
ん

17　

安
く
大
量
に
売
る
こ
と

20　

昔
の
新
聞
社
の
通
信
手
段

21　

山
盛
り
ご
飯
を
こ
う
言
い
ま
す

235

宝
く
じ
を
買
い
ま
し
た
。
30
枚
中

１
枚
が
３
０
０
０
円
の
当
選
で
し

た
。
３
枚
が
３
０
０
円
で
す
か
ら

３
９
０
０
円
。
少
額
で
も
う
れ
し

い
で
す
ね
。（前

橋
市　

建
川
友
子
）

季
節
風
が
強
い
時
、
赤
城
山
を
見

て
み
る
と
山
の
上
に
雲
が
あ
り
、

雲
が
あ
れ
ば
風
が
吹
く
と
言
わ
れ

て
い
る
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

昔
の
人
は
自
然
を
よ
く
見
て
い
た

の
だ
と
感
心
し
ま
す
。

（
太
田
市　

中
村
正
一
）

寒
い
日
が
続
い
て
な
か
な
か
外
で

遊
べ
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
家
で
本

を
た
く
さ
ん
読
ん
で
い
ま
す
。
家

の
本
は
読
み
終
わ
っ
た
の
で
、
学

校
で
も
本
を
借
り
て
読
み
ま
す
。

何
か
お
す
す
め
の
本
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
太
田
市　

あ
か
り
ん
）

２
月
に
な
る
と
５
年
前
の
大
雪
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
車
庫
の
屋
根

が
崩
壊
、
車
が
大
破
し
、
買
い
替

え
る
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。
二
度

と
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
る
毎
日

で
す
。

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

孫
娘
の
学
校
の
合
唱
部
の
発
表
会

に
は
、
必
ず
応
援
に
出
か
け
て
い

ま
す
。
娘
に
は
「
そ
う
い
え
ば
お

父
さ
ん
、
私
の
時
に
は
一
度
も
来

て
く
れ
な
か
っ
た
よ
ね
」
と
皮
肉

を
言
わ
れ
な
が
ら
も
・
・
・
。

（
前
橋
市　

パ
ブ
ロ
）

年
老
い
た
母
と
の
二
人
暮
ら
し
で

す
。
も
と
も
と
性
格
が
合
わ
な
い

の
で
す
が
、
年
と
と
も
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
、

ど
う
付
き
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
の

か
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ど
な

た
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

？

（
太
田
市　

ユ
リ
リ
ン
）

前
橋
協
立
病
院
で
の
お
産
の
取
り

扱
い
が
３
月
で
終
了
と
の
こ
と
、

残
念
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
泣
き
声

が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
ね
。

（
前
橋
市　

ピ
ノ
子
）

昨
年
、
友
達
か
ら
い
た
だ
い
た
サ

ク
ラ
草
、
チ
ラ
ホ
ラ
と
ピ
ン
ク
の

花
が
咲
き
は
じ
め
ま
し
た
。
ど
ん

ど
ん
成
長
し
て
た
く
さ
ん
花
が
咲

い
て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
館
林
市　

三
宅
孝
子
）

上
州
名
物
の
か
ら
っ
風
の
中
、
皆

様
寒
い
日
が
つ
づ
き
ま
す
。
お
体

充
分
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

（
桐
生
市　

今
井
睦
美
）

早
春
の
花
「
貝
母
」
別
名
「
ア
ミ

ガ
サ
ユ
リ
」が
芽
を
出
し
ま
し
た
。

と
て
も
美
し
い
花
で
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。（

太
田
市　

倉
澤
育
美
）

主
人
が
風
邪
を
ひ
い
て
も
医
者
に

行
か
ず
、
私
も
風
邪
を
ひ
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。

（
太
田
市　

渡
丸
佳
子
）

立
春
を
過
ぎ
て
梅
の
花
も
ち
ら
ほ

ら
咲
き
は
じ
め
ま
し
た
。
ど
ん
な

に
厳
し
い
冬
で
も
春
は
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。
日
本
に

も
世
界
に
も
暖
か
い
春
が
や
っ
て

き
ま
す
よ
う
に
。

（
太
田
市　

と
お
ち
ゃ
ん
）

「
お
薬
手
帳
」活
用
の
ス
ス
メ
を
読

み
ま
し
た
。
私
も
い
た
だ
い
た
手

帳
が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

第
２90
回
生
協
俳
句
会
一
句
抄
　

2019
・
2

右
廻
り
の
循
環
バ
ス
や
春
の
街　
　
　
　
　
　
　

利
幸

生
涯
に
一
度
見
ら
れ
る
竹
の
花　
　
　
　
　
　
　

康
夫

紅
梅
に
引
き
よ
せ
ら
れ
て
ひ
と
休
み　
　
　
　
　

小
夜
子

日
本
死
ね
こ
の
ま
ま
行
け
ば
日
本
死
ぬ

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
泰
雄

名
刹
を
出
れ
ば
煩
悩
堰
を
切
る

ト
ッ
プ
の
座
最
敬
礼
が
板
に
付
き

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
賢
一

投
稿冬

の
庭
草
花
萌
え
て
春
を
待
つ

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
子

ま
ご
達
と
入
る
ゆ
ず
湯
の
結
露
か
な

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場
寿
美
子

子
す
ず
め
が
餌
を
ほ
し
さ
に
親
を
よ
ぶ

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ん
ち
ゃ
ん

風
花
や
空
駆
け
回
る
猫
の
影

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
林
寺

庭
の
隅
蕾
ふ
く
ら
む
寒
椿

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

克
っ
ち
ゃ
ん

雪
晴
れ
の
梅
東
風
香
る
保
健
室

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
っ
ち
ゃ
ん

召
さ
れ
ど
も
身
近
に
御
在
さ
れ
福
は
内

後
の
世
へ
注
が
る
幸
や
恵
方
道

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
子

卒
業
歌
流
る
赤
城
野
春
日
和

革
砥
引
く
町
の
理
髪
師
山
笑
ふ

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毅
峰

や
き
い
も
に
孤
独
炬
燵
に
鰯
雲

住
宅
街
味
噌
汁
香
に
家
恋
し

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
ミ
ツ

【
俳
句
】

【
川
柳
】

第
106
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　

2019
・
2

も
も
の
花
孫
の
歌
声
動
画
か
ら　
　
　
　
　
　
　

和
子

猫
の
狙
う
鳩
に
大
声
鬼
は
外　
　
　
　
　
　
　
　

星
子

来
福
を
ね
が
ひ
求
め
て
節
分
会　
　
　
　
　
　
　

丑
男

我
が
夫
も
チ
ワ
ワ
も
叫
ぶ
鬼
は
外　
　
　
　
　
　

こ
や
ぎ

節
分
や
闇
夜
に
響
く
お
の
が
声　
　
　
　
　
　
　

博
楽
夫

父
母
逝
っ
て
か
た
く
り
の
里
遠
く
な
り　
　
　
　

麗
子

クロス漢字ワード当選者��（①応募総数②正解者数③当選者）／ 233回①38通②37通③５名　吉澤　桃佳（前橋）みのりん（太田）ウィちゃん（太田）今井　賢一
（桐生）椚瀬　勝明（みどり）

2
月
号
「
第
105
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
」
に
お
い
て
以
下
の
間
違
い
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　【
誤
】
×　

達
筆
の
手
紙
届
き
て
松
の
内
に　

麗
子

　
　
　【
正
】
○　

達
筆
の
手
紙
届
き
て
松
の
内　
　

麗
子
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仲
間
の
作
品
コ
ー
ナ
ー絵手紙　前橋市　高瀬佳子さん

木目込み　大泉町　橋本さわ子さん

ブローチ　伊勢崎市　山本素子さん

和紙絵　太田市　三田トミエさん

ちぎり絵「えび」
前橋市　伊藤千代子さん

絵手紙　太田地区　韮川南支部　絵手紙班の皆さん

絵手紙
前橋市　松村恵津子さん

絵手紙
前橋市山王町　小島実さん

絵手紙
前橋市　堀泰雄さん
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